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1京

の交通事故区

レリ小 さな手で 善 意 を -置画薗盛璽....... 

児
童
会
が
募
金
活
動

お
年
寄
り
の
交
通
事
故
が
増
加
の
傾

向
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
し

で
も
子
助
け
に
な
れ
ば
と
、
長
浜
小
学

校
(
中
野
武
夫
校
長
)
の
児
童
会
が
「
お

年
寄
り
を
交
通
事
故
か

h

っ
守
ろ
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
計
画
。
町
内
八
つ
の
小

学
校
児
童
会
に
も
呼
び
か
け
て
、
十
一

月
八
日
か
ら
一
か
月
間
、
リ
レ

l
方
式

に
よ
る
募
金
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た。
同
日
長
小
で
は
「
き
わ
や
か
交
通
安

全
集
会
」
が
聞
か
れ
、
西
田
町
長
、
杉

大
洲
警
察
署
長
ら
の
来
著
か
ら
寄
付
を

受
け
た
後
、
笠
に
は
っ
ぴ
の
飛
脚
ス
タ

イ
ル
に
M
M
装
し
た
六
年
生
代
表
二
十
7

一

人
が
「
事
故
防
止
願
う
心
の
輪
を
広
げ

交
通
安
全
あ
り
が
と
う
」
と
書
か
れ
た

か
ご
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
町
内
に
繰

り
出
し
ま
し
た
。

子
供
達
の
発
意
で
始
ま
っ
た
こ
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
、
一
か
月
後
に
は
大
き
な

善
意
の
輪
と
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
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町の将来最盟国盟国

、担惨

I~\ 

事
と
畏
濃
づ
く
り

長
浜
町
で
は
、
行
財
政
の
長
期
計
画
と
し
て
昭
和
四
十
七

年
に
策
定
(
昭
和
五
十
五
年
見
直
し
)
し
た
「
振
興
計
画
基

本
構
想
」
を
基
本
に
諸
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
の
社
会
情
勢
は
高
齢
化
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
等
へ
の

進
展
、
ま
た
経
済
構
造
面
で
は
高
度
技
術
型
、
知
的
集
約
型

産
業
等
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
、
経
済
構
造
の
転
換
期
に
あ
っ
て
長
浜

町
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
策
定
の
「
振
興
計
画
基
本
構

想
」
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
策
定
の
「
国
土
利
用
計
画
」
、

ま
た
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
策
定
の
「
過
疎
地
域
振
興
計
画
」

等
の
諸
計
画
を
推
進
中
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
諸
計
画
と
国
の

「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
及
び
、
愛
媛
県
の
「
長
期

開
い
つ
く
り
の
基
本
方
針

{
基
本
理
念
一
こ
の
計
画
は
「
振
興

計
画
基
本
構
怨
」
で
示
し
て
い
る
海
・

山
・
川
の
恵
ま
れ
た
「
自
然
と
人
間
生

活
の
調
和
」
を
基
調
に
、
「
豊
か
で
魅
力

あ
る
新
し
い
町
。
つ
く
り
」
を
目
標
と
し

て
「
楽
し
く
住
み
よ
い
町
。
つ
く
り
」
「
豊

か
で
働
き
が
い
の
あ
る
町
守
つ
く
り
」
「
美

し
い
人
情
と
丈
化
の
町
さ
つ
く
り
」
の
一
二

つ
に
「
活
力
と
個
性
あ
ふ
れ
る
町

a

つ
く

り
」
を
加
え
た
同
つ
の
位
を
基
本
埋
念

と
し
て
い
ま
す
。

一
基
本
方
針
一
こ
の
計
画
は
「
振
興

計
両
基
本
構
想
」
手
の
諸
計
画
を
統
-

し
た
全
体
像
と
し
て
総
合
的
に
整
理
す

め
ざ
し
て来

線

開J
の

計
画
」
、
「
地
方
生
活
経
済
圏
計
画
」
な
ど
の
上
位
計
画
を

基
本
に
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
長
期
的
総
合
的
町
っ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
長
浜
づ
く
り
引
「
長
浜
町

総
合
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
西
瀬
戸
経
済
圏
に
指
定
さ
れ
た
長
浜
町
の

地
理
的
条
件
と
、
地
勢
や
歴
史
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

各
種
産
業
の
状
況
、
相
互
交
通
機
関
等
を
見
直
す
と
と
も
に
、

各
地
域
ご
と
の
振
興
や
生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
、
同
時
に

臨
海
部
の
開
発
事
業
と
調
和
を
図
り
な
が
ら
将
来
に
お
け
る

長
浜
町
の
振
興
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。つ

い
て
は
、
今
月
号
か
ら
「
長
浜
町
総
合
整
備
基
本
計
画
」

の
全
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
広
域
的
見
地
か
ら
の
将
来
的
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
、
長
浜
町
全
域
の
発
展

と
振
興
を
阿
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

計
画
は
、
五
年
ま
た
は
十
年
ご
と
に

見
直
し
を
行
い
、
時
代
の
変
遷
に
矛
軟
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
に
は
、
関
係
機
関
が
施

行
す
る
各
種
事
業
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

1
人
目
指
標

町

の

将

来

橡

下
記
指
標
は
、
昭
和
六
十
年
を
基
準

年
次
と
し
て
、
昭
和
八
十
五
年
ま
で
の

人
口
動
態
を
推
定
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
推
移
を
み
る
と
、
昭
和
六
十
三

年
か
ら
昭
和
六
十
八
年
の
五
年
間
は
減

少
傾
向
で
、
昭
和
六
十
八
年
以
降
は
、

第
二
次
開
発
事
業
の
企
業
誘
致
に
よ
る

一
雇
用
拡
大
等
に
よ
り
若
下
の
定
住
化
が

進
み
、
人
口
が
次
第
に
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
七
十
年
以
降
は
、
第

ε

一

次
開
発
事
業
の
企
業
立
地
と
完
全
操
業

及
び
町
が
推
進
す
る
リ
ゾ
ー
ト
基
地
建

設
、
住
宅
供
給
事
業
等
の
実
施
に
よ
る

人
口
増
が
推
測
さ
れ
、
目
標
年
次
の
昭

和
八
十
五
年
に
は
、
第
三
次
開
発
事
業

に
よ
る
雇
用
拡
大
と
生
活
環
境
、
都
市

機
能
施
設
の
整
備
に
よ
っ
て
、
目
標
人

口
の
約
一
万
問
千
二
百
人
に
達
す
る
こ

移推額

と

が

予

測

さ

れ

ま

す

。

滑

た
だ
し
、
こ
の
人
口
指
標
は
、
経
済
跡

的
、
社
会
的
、
自
然
的
諸
条
件
の
変
動
分

に
よ
っ
て
は
、
そ
の
予
測
動
向
の
振
幅

ω

が
大
き
い
こ
と
を
予
知
し
て
お
か
な
け
直

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

生

が
刷の

T
Z
J
 

m悶浜長

長浜町の将来における人口指標

年次 人口(人) 備 考

昭和60年 11，734 (昭和60年国勢調査実績)

65 11 ，000 推 計

70 13，000 ろ，

75 13，500 イシ

80 13，700 イシ

85 14，200 " 

2
経
済
指
標

下
記
資
料
の
昭
和
六
十
年
度
町
内
総

生
産
額
は
約
百
九
十
三
億
円
で
あ
り
、

前
年
度
に
比
べ
約
八
・
九
%
の
伸
び
を

一
ぷ
し
、
愛
媛
県
の
増
加
率
二
・
一
%
を

大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
著
し
い
伸
び
を
示
し
た
要
因
は
、
第

二
次
開
発
事
業
に
伴
う
第
三
次
産
業
の

大
幅
増
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
国
の
新
経
済
五
か
年
計
画

(
昭
和
六
十
三
年
1
六
十
七
年
度
)
と

二¥くご 50 55 59 60 
増加率 構 成比

60/59 50 60 比較

第 1次産業 1，926 1，569 2，023 1，941 ム 4.0 17.01 9.7ム 7.3
町

第 2次産業 4，045 7，263 6，632 8，033 21.1 35.71 40.11 4.4 
内

第 3次産業 5，350 8，086 9，712 10，042 3.4 47.31 50.21 2.9 
最t

言十 11，321 16，918 18，367 20，016 9.0 100 1 100 1 0 
生

産
(控除)帰属利子 ム 304ム 598ム 617ム 683 10.7 ③ 

五色 書買 11 ，017 16，320 17，750 19，333 8.9 

分 白日 所 f専 10，740 13，902 15，201 15，654 3.0 町村民所得統計によ

住民 l人当たり
。，住民 1人当たり

分 目己 戸庁 得
817 1，231 1，334 1，334 5.5 配所得」は単位:千

(単位.百万円)

し
て
経
済
審
議
会
が
答
申
し
て
い
る
経

済
計
画
の
実
質
経
済
成
長
率
、
年
平
均

二
了
七
五
%
を
目
標
に
、
第
一
次
産
業

に
つ
い
て
は
経
営
の
近
代
化
と
リ
ゾ
ー

ト
開
発
及
び
レ
ジ
ャ
ー
観
光
産
業
を
、

第
二
次
、
第
三
次
産
業
に
つ
い
て
は
、

臨
海
部
の
第
二
次
、
第
三
次
開
発
事
業

を
強
力
に
推
進
し
、
外
部
優
良
企
業
と

地
元
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
及
び
運
輸

事
業
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
商
業
に
つ
い
て
は
、
消
費
人
口
の

定
着
増
加
と
消
費
活
動
の
増
大
を
凶

り
、
そ
の
活
性
化
と
振
興
に
努
め
、
各

産
業
と
も
に
分
配
所
得
の
向
上
を
悶
り

ま
す
。な

お
、
昭
和
六
十
五
年
に
は
町
民
一

人
当
た
り
分
配
所
得
を
県
平
均
水
準
(
約
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百
七
十
万
円
)
な
い
し
、
一
一
百
万
円
以

と
に
な
る
よ
う
経
済
政
策
の
推
進
に
努

力
し
ま
す
。

醐国圃由国町の将来像

3
総
合
交
通
体
系
の

ビ
ジ
ョ
ン

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
は
、

二
十
一
世
紀
へ
の
基
本
方
針
と
し
て
、

「
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
」
が
う
た

わ
れ
、
そ
の
達
成
方
策
と
し
て
、
全
国

一
日
交
通
園
の
構
築
な
ど
、
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
想
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
国
に
お
い
て
は
、
凹
国
縦
貫
・
横

断
自
動
車
道
が
追
加
決
定
さ
れ
、

8
の

字
形
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
本
州
・
四
国

連
絡
橋
と
の
ア
ク
七
ス
道
路
網
も
完
全
一

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
れ
て
高
速
時
代
へ

の
展
望
が
ひ
ら
け
、
四
国
の
離
島
性
が

解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
西
瀬
戸
経
済
圏
も
第
四
次
全

国
総
合
開
発
計
画
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
圏
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
取
り
土
げ
ら
れ
、
長
浜
港
は
ア
ジ
ア

サ
ブ
ポ

i
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。
な
お
九
凶
海
底
ト
ン
ネ
ル
が
実

現
さ
れ
れ
ば
、
長
浜
町
は
松
山
市
と
佐

田
岬
頂
上
線
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
、
長
浜
港
の
重
要
性
は
さ
ら
に
高

く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
長
浜
町
総
合

整
備
基
本
計
画
で
は
、
海
上
交
通
の
拠

点
整
備
と
合
わ
せ
て
、
総
合
的
道
路
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

4
開
土
の
総
合
的

組
み
立
て
と
ビ
ジ
ョ
ン

町
土
の
利
用
計
画
は
、
公
共
の
福
祉

を
優
先
さ
せ
、
自
然
環
境
を
保
護
し
な

が
ら
、
地
域
の
経
済
的
、
文
化
的
環
境

の
整
備
を
目
指
し
、
均
衡
あ
る
発
展
を

図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
総
合
的
、
計

画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
現
在
の
主
要
交
通

網
と
の
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
関
連
を

考
慮
し
た
上
で
、
町
土
の
構
造
と
将
来

へ
の
課
題
を
一
万
し
、
創
造
的
視
野
で
見

直
し
な
が
ら
総
合
的
な
将
来
的
ビ
ジ
ョ

ン
を
設
定
し
ま
す
。

川
現
在
の
主
要
交
通
と

相
互
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
関
連

現
在
の
主
要
交
通
は
、
国
道
一
一
一
七
八

日
行
、
県
道
大
洲
長
浜
線
、
県
道
長
浜
中

村
線
、
県
道
長
浜
保
内
線
の
計
四
本
の

主
要
道
路
と
、
J

R
四
国
予
讃
本
線
(
海

岸
線
)
で
す
。

長
浜
町
の
行
政
・
経
済
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
中
心
は
長
浜
地
区
で
あ
り
、

今

坊

(

臨

海

部

)

晴

海

沖

浦

須

沢
l

櫛
生
l

出
海
地
区
と
は
海
岸
線
を

つ
な
ぐ
国
道
三
七
八
号
で
、
ま
た
、
仁

久
!
上
老
松
1

下
須
戒
l

白
滝
!
柴
地

区
と
は
肱
川
両
岸
の
県
道
大
洲
長
浜
線
、

県
道
長
浜
中
村
線
で
結
ば
れ
、
黒
凹

今
坊
(
山
間
部
)
と
は
県
道
藤
縄
長
浜

線
や
町
道
に
よ
っ
て
連
絡
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
青
島
地
区
と
は
、
一
日
一

往
復
(
七
圃
八
月
は
二
往
復
)
す
る
定

期
連
絡
船
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

制
現
在
の
町
土
の

構
造
と
課
題

長
浜
町
の
地
勢
は
、
瀬
戸
内
海
伊
予

灘
に
面
し
た
臨
海
部
と
、
肱
川
沿
い
の

平
野
部
、
さ
ら
に
壷
神
山
(
標
高
九
七

一
山
)
、
金
山
出
石
寺
(
標
高
八
二

O

M
)
を
頂
点
と
す
る
山
間
部
の
三
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
複
雑
な
自
然
的
、
地
理

的
条
件
の
地
勢
を
基
本
に
、
各
地
区
の

交
通
体
系
、
生
活
文
化
、
産
業
構
造
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
関
連
を
考
え
合
わ
せ

た
上
で
次
の
七
地
域
に
再
区
分
し
、
町

土
の
構
造
(
組
み
立
て
)
と
、
そ
の
課

題
を
示
し
て
み
ま
し
た
。

①
海
岸
沿
岸
地
域

こ
の
地
域
は
、

A
7
坊
(
臨
海
部
)

晴

海

長

浜

l

沖
浦
l

須
沢
l

櫛
生

出
海
地
区
と
い
っ
た
海
岸
線
に
連
な
る

地
域
で
、
国
道
三
七
八
号
に
よ
っ
て
結

ぼ
れ
て
む
り
、
沖
浦
地
区
か
ら
出
海
地

区
に
至
る
海
岸
は
、
特
徴
あ
る
景
観
に

富
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
長
浜
地
区
か
ら
今
坊
地
区
間

に
か
け
て
は
臨
海
部
用
地
造
成
が
行
わ

れ
、
現
在
も
造
成
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す。
こ
の
地
域
の
課
題
は
行
政
、
経
済
の

中
心
で
あ
る
長
浜
地
区
の
都
市
機
能
、

生
活
環
境
施
設
の
整
備
拡
充
で
あ
り
、

住
宅
対
策
と
し
て
長
浜
、
仁
久
、
沖
浦

地
区
の
工
業
再
配
置
と
、
都
市
再
開
発

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
主
産
業
で
あ
る
農
・
漁
業
に

つ
い
て
は
、
柑
橘
の
品
種
向
上
に
よ
る

農
業
の
振
興
と
活
性
化
及
び
魚
礁
設
置
、

養
殖
施
設
の
整
備
に
よ
る
漁
業
の
振
興

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
海
岸

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
資
源
を
有
効
に
利

用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
肱
川
沿
岸
地
域

こ
の
地
域
は
、
長
浜
・
沖
浦
・
仁
久

下
須
戒
・
上
老
松
l

白
滝
・
柴
地
区

と
連
な
る
肱
川
沿
岸
の
比
較
的
平
坦
地

の
多
い
地
域
で
、
県
道
大
洲
長
浜
線
、

県
道
長
浜
中
村
線
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
て

い
ま
す
。

当
地
域
は
、
海
水
浴
場
、
沖
浦
観
音
、

大
陰
城
跡
、
白
滝
公
園
等
の
観
光
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、
地
域
特
有
の

「
肱
川
あ
ら
し
」
を
有
効
に
活
用
す
る

な
ど
、
魅
力
的
な
リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
し

て
積
極
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。⑧

内
陸
農
林
業
地
域

こ
の
地
域
は
、
大
和
川
流
域
の
豊
茂
、

穂
積
地
区
で
、
県
道
長
浜
保
内
線
に
よ

り
結
ぼ
れ
て
い
ま
す
。

当
地
域
の
主
産
業
は
農
林
業
で
、
主

産
物
は
米
、
し
い
た
け
、
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
、
ぶ
ど
う
、
杉
、
桧
等
で
す
。

こ
の
地
域
の
課
題
は
、
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
と
、
野
菜
、
果
樹
等
の

施
設
園
芸
を
推
進
し
、
農
業
の
振
興
と

活
性
化
を
図
る
こ
と
で
す
。

④
高
地
林
間
地
域

こ
の
地
域
は
、
山
間
集
落
が
点
在
す

る
戒
川
地
区
で
標
高
三
五

0
1
五

0
0

灯
に
位
置
し
、
町
道
大
平
線
に
よ
り
白

滝
地
区
と
連
絡
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
地
域
の
主
産
業
は
農
林
業
で
す
が
、

近
年
は
農
林
業
の
不
振
に
伴
う
町
外
転

出
が
多
い
た
め
、
過
疎
化
と
従
事
者
の

高
齢
化
が
進
み
、
雇
用
の
場
の
確
保
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
課
題
は
、
道
路
の
早
期

整
備
と
、
農
林
業
の
新
た
な
振
興
策
を

立
て
る
こ
と
で
す
。

⑤
高
地
臨
海
地
域

こ
の
地
域
は
、
海
に
面
し
た
山
間
地

域
の
、
黒
田
、

A
7
坊
(
山
間
部
)
地
区

で
青
島
を
は
じ
め
瀬
戸
内
海
の
島
々
を

見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
地
域
の
主
産
業
は
柑
橘
を
、
玉
体
に

し
た
農
業
で
す
が
、
農
地
が
急
斜
面
の

た
め
生
産
性
が
低
く
、
衰
退
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
の
課
題
は
、
農
業
の
基
盤

整
備
と
美
し
い
自
然
環
境
を
活
用
し
た

振
興
策
を
見
い
出
す
こ
と
で
す
。

⑥
高
地
紘
川
岸
地
域

こ
の
地
域
は
、
大
越
地
区
を
中
心
と

し
た
中
山
間
地
域
で
、
肱
川
に
面
し
た

標
高
約
二
一

O
O
灯
の
高
地
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

当
地
域
は
、
過
疎
化
傾
向
が
顕
著
で
、

将
来
は
地
域
の
特
色
で
あ
る
美
し
い
景

観
を
生
か
し
た
振
興
策
を
す
一
て
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

⑦

青

島

地

域

こ
の
地
域
は
、
長
浜
港
か
ら
北
方
約

十
二
了
五
キ
ロ
引
の
伊
予
灘
中
央
に
位

置
す
る
小
島
で
、
一
日
一
往
復
(
七
・
八

月
は
二
往
復
)
の
連
絡
船
で
本
土
と
結

ぼ
れ
て
い
ま
す
。

島
民
の
ほ
と
ん
ど
が
漁
業
等
で
生
計

を
立
て
て
い
ま
す
が
、
地
理
的
条
件
に

よ
る
過
疎
化
、
高
齢
化
(
平
均
年
齢
六

五
・
五
歳
)
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
課
題
は
、
生
活
環
境
の

設
備
を
図
る
と
と
も
に
、
海
洋
性
リ
ゾ

ー
ト
地
と
し
て
の
振
興
を
図
る
こ
と
で

す。

叫
町
土
の
組
み
立
て
と

将
来
的
ビ
ジ
ョ
ン

国
は
、
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画

で
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
を
目
指
し
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町の将来館一一一一一一

定
住
と
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を

基
本
目
標
と
定
め
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
は
、
長
期
計
画
で
九
四
海
底

ト
ン
ネ
ル
構
想
を
有
し
、
西
瀬
戸
経
済

圏
の
形
成
を
推
進
す
る
一
方
、
東
・
中
・

南
予
の
特
性
を
生
か
し
た
開
発
計
画
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

長
浜
町
に
お
い
て
は
、
第
一
次
・
第

二
次
開
発
事
業
に
続
く
第
三
次
開
発
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
四
国
縦
貫

自
動
車
道
を
は
じ
め
、
国
道
、
県
道
へ

の
連
絡
道
及
び
港
湾
整
備
を
積
極
的
に

進
め
、
広
域
的
な
海
陸
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
を
行
い
ま
す
。
特
に
第
三

次
開
発
事
業
計
画
で
は
、
企
業
誘
致
と

生
活
環
境
施
設
等
を
整
備
し
て
、
町
民

の
生
活
が
向
上
す
る
よ
う
町
土
の
将
来

的
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
「
第
三
次
開
発
事

業
」
と
「
リ
ゾ
ー
ト
開
発
」
を
基
本
に

各
地
区
ご
と
の
特
性
を
生
か
し
た

①
海
岸
沿
岸
地
域
、
肱
川
沿
岸
地
域
、

青
島
地
域
の
有
効
利
用

②
内
陸
農
林
業
地
域
の
活
性
化

③
高
地
林
間
地
域
、
高
地
臨
海
地
域
、

高
地
肱
川
岸
地
域
の
活
性
化
と
産
業
構

造
の
転
換

の
二
一
犬
要
件
を
中
心
に
、
町
全
体
の
活

性
化
に
通
じ
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

5
珂
土
利
用
の
方
針

川
現
況
と
課
題

長
浜
町
は
肱
川
、
川
口
に
発
反
し
た
町

で
あ
り
、
肱
川
流
域
に
点
在
す
る
者
-
ト

の
平
坦
地
を
除
い
て
大
半
が
山
地
で
す
。

農
地
は
肱
川
の
デ
ル
タ
地
帯
い
っ
ぱ
い

に
広
が
り
、
背
後
地
は
少
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
、
臨
海

部
に
第
二
次
開
発
事
業
と
し
て
埋
立
造

成
工
事
を
実
施
中
で
、
昭
和
六
十
四
年

度
に
完
成
の
見
込
み
で
す
。

さ
ら
に
、
将
来
の
第
三
次
開
発
事
業

と
し
て
、
工
業
用
地
、
港
湾
施
設
用
地
、

都
市
機
能
施
設
用
地
、
生
活
環
境
施
設

用
地
等
の
理
一
立
造
成
を
計
画
し
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
町
土
利
用

計
画
に
は
、
次
の
四
つ
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。

①
臨
海
部
開
発
事
業
に
と
も
な
う
総

合
的
調
整
を
目
指
し
た
土
地
利
用

②
農
林
水
産
業
の
振
興
と
新
た
な
展

開
を
め
ざ
し
た
土
地
利
用

③
海
と
山
と
川
に
恵
ま
れ
た
長
浜
町

特
有
の
美
し
い
自
然
環
境
と
歴
史
的
風

土
を
生
か
し
た
個
性
的
な
町
ゃ
つ
く
り
を

目
指
す
土
地
利
用

④
環
境
保
全
と
公
害
・
災
害
防
止
を

目
指
し
た
土
地
利
用

閣
町
土
利
用
の
基
本
方
針

町
土
の
利
用
は
、
将
来
的
ビ
ジ
ョ
ン

に
従
っ
て
計
画
す
る
と
と
も
に
、
「
第

三
次
開
発
事
業
」
と
「
リ
ゾ
ー
ト
開
発
」

を
基
本
軸
と
し
て
、
全
町
に
波
及
効
果

が
及
ぶ
よ
う
努
め
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
ま
す
。

町
土
の
利
用
目
的
に
応
じ
た
基
本
方

針
は
次
の
通
り
で
す
。

①
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
生
活
環
境

向
上
の
た
め
、
都
市
機
能
施
設
の
更
新

ゃ
、
公
共
施
設
用
地
の
確
保
に
努
め
る
。

②
宅
地
に
つ
い
て
は
、
望
ま
し
い
居

住
水
準
の
達
成
に
努
め
、
安
い
宅
地
を

各
地
に
分
散
供
給
す
る
。

③
農
地
に
つ
い
て
は
、
優
良
用
地
を

確
保
し
、
安
定
し
た
作
物
の
生
産
と
特

産
品
の
開
発
に
努
め
、
生
産
性
の
向
上

を
目
指
す
。

④
森
林
に
つ
い
て
は
、
林
業
の
基
鍵

整
備
や
水
源
の
画
養
、
自
然
環
境
の
保

全
を
行
う
。
ま
た
、
森
林
資
源
を
活
用

し
た
リ
ゾ
ー
ト
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
の
有
効
利
用
を
行
う
。

⑤
臨
海
開
発
地
区
に
つ
い
て
は
、
第

二
次
・
第
三
次
開
発
事
業
を
推
進
す
る
。

⑥
海
岸
地
域
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
漁

業
の
整
備
や
作
る
漁
業
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
レ
ジ
ャ
ー
漁
業
の
振
興
を
図

ヲ
包
。

⑦
河
川
、
水
路
に
つ
い
て
は
、
環
境

の
保
全
と
災
害
防
止
の
た
め
、
そ
の
整

備
を
推
進
す
る
。

⑧
一
般
道
路
に
つ
い
て
は
、
市
街
地

内
外
の
交
通
緩
和
と
、
生
活
基
擦
の
整

備
を
行
う
た
め
の
用
地
確
保
。
農
林
道

に
つ
い
て
は
、
農
林
業
の
生
産
性
向
上

と
農
林
地
の
適
正
な
管
理
を
促
進
す
る

た
め
必
要
な
用
地
の
確
保
に
努
め
る
。

広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
担
う
道
路
に

つ
い
て
は
優
先
的
に
整
備
す
る
。

⑨
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
つ
い
て
は
、
各

ポ
イ
ン
ト
の
開
発
と
と
も
に
、
子
法
を

決
定
し
、
総
合
的
に
開
発
す
る
。

町
民
こ
ぞ
っ
て

汽
車
、
パ
ス
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

日
一
日
と
寒
さ
を
増

し
、
山
の
頂
き
に
は
白

い
冬
の
便
り
が
届
く
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
暖
房

器
具
、
た
き
火
等
火
を

使
う
機
会
も
増
え
火
災

の
多
く
な
宝
李
節
で
す
。

特
に
年
末
年
始
は
生
活

の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
、
火

に
対
す
る
注
意
が
薄
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。

火
災
の
多
く
は
、
私
達
の
ち
ょ
っ

と
し
た
油
断
や
不
注
意
か
ら
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い

年
末
年
始
を
迎
え
る
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

無火災で過ごそう
ゆく年 くる年.ゲ

口
関
同
〕

大
掃
除
、
忘
年
会
と
何
か
と

気
ぜ
わ
し
く
な
り
、
火
に
対

す
る
注
意
が
薄
れ
が
ち
に
な

り
ま
す
。

①
大
掃
除
で
出
た
ゴ
ミ
等
を
燃
や

す
時
に
は
、
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
を

準
備
し
、
そ
の
場
を
離
れ
ず
に
行
う

こ
と
。
ま
た
、
風
の
強
い
日
は
避
け
、

火
の
始
末
は
完
全
に
。

②
家
の
回
り
の
燃
え
や
す
い
枯
草

や
ゴ
ミ
等
は
、
放
火
・
火
遊
び
の
原

因
に
な
り
や
す
い
の
で
取
り
除
い
て

ム
お
く
こ
と
。

③
忘
年
会
等
で
酔
っ
て
い
る
時
に

は
、
特
に
タ
バ
コ
の
火
に
注
意
し
、

寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と

ま
た
さ
せ
な
い
こ
と
。

初
詣
や
里
帰
り
な
ど
外
出
す

る
機
会
が
多
く
な
り
、
ま
た

家
庭
で
は
コ
タ
ツ
や
ス
ト
ー

ブ
を
囲
み
夜
ふ
か
し
す
る

H

が
多
く
な
る
な
ど
、
生
活
の

リ
ズ
ム
が
崩
れ
、
火
の
元
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
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長
浜
町
議
会
第
四
回
即
時
会
が
十
一

月
八
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
c

今
凹
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
、
公
布
水
田
即
め

立
で
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
の
締
結
二

件
の
四
議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た

町
道
大
平
隷

工
事
請
負
費
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算

昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計
に
四
千

四
行
尺
十
万
七
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予

算
総
額
は
四
十
億
三
千
九
百
十
三
万
一
一

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
お
も
な
使
い
み
ち

は
次
の
通
り
。

{
農
林
水
産
業
費
}
豊
茂
池
区
治
山
工

事
請
負
契
ほ
か
千
-
一
汗
八
十
四
万
円
。

{
土
木
費
一
町
道
大
平
線
工
事
請
負
費

ほ
か
宅
千
同
百
六
十
万
円
。

四 E 画題E 議会・長浜文芸・コンニチハ

水
道
管
の
凍
結
を

防
止
ま
し
ょ
う

水

道

E果

毎
年
冬
に
な
る
と
、
各
地
で
蛇
口
や

水
道
管
が
凍
結
破
裂
し
て
い
ま
す
。

凍
結
破
裂
を
な
く
す
た
め
、
給
中
小
管

や
蛇
口
に
ほ
布
切
れ
や
毛
布
、
あ
る
い

は
専
用
の
保
机
材
を
巻
き
、
濡
れ
な
い

よ
う
に
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ

l
プ
を
す

き
間
な
く
巻
く
な
ど
、
日
「
目
の
冬
仕
度

を
し
ま
し
ょ
う
。

一
災
害
復
旧
費
一
ウ
ノ
ヒ
頭
首
工
復
旧

に
事
請
負
貸
ほ
か
七
一
円
一
一
十
万
八
千
円
c

櫛
生
漁
港
修
築
工
事

請
負
契
約
を
締
結

昭
如
刊
し
ハ
十
三
年
度
櫛
生
漁
港
修
築
工

事
一
一
分
割
二
)
は
、
一
位
三
千
九
百
万

円
ひ
株
式
会
社
清
次
建
設
と
請
負
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が

r

本
認
さ
れ
ま
し
た
。

免
除
を
受
け
た
保
険
料

は
追
棋
で
き
ま
す

国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
人
は
、
十
年
前
の
免
除
さ
れ
た
期
間

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
「
。
こ
の
時
台
、
古
い
則
間
か
ら

順
番
に
納
め
て
い
く
?
」
と
に
な
り
ま

t
c

川
和
六
十
一
年
四
月
以
後
の
免
除
さ

れ
た
期
間
に
つ
い
て
追
納
す
る
時
は
、

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
が
追
納

すァ
9

日
の
年
度
か
ら
三
年
度
を
過
ぎ
て

い
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
政
令

で
定
め
る
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
杭
め
た
期
聞
は
、
免
除
の

ま
ま
の
期
間
よ
り
も
将
米
年
金
を
交
け

る
の
に
有
利
に
な
り
ま
す
か
ら
、
免
除

の
期
間
は
迫
納
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

住
宅
需
要
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

商
法
花
街
竹
人
は
、
都
道
府
県
、
山
町
村

の
協
力
で
、
十
二
月
一
日
に
全
国
に
わ

た
っ
て
「
昭
和
六
j
三
年
住
宅
需
要
実

態
調
査
」
を
行
、
〕
ブ
一
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
室
は
、
圃
や
地
方
公
共
町
体

の
住
宅
施
策
を
行
う
上
で
重
刷
す
な
資
料

と
な
る
仁
の
で
す
。

愛
目
崎
県
で
は
約
千
世
帯
に
調
査
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
ご
協
力
企
お

願
い
し
ま
す
c

カ
モ
類
の

狩
鋪
仁
つ
い
て

。
「
ガ
ン
カ
モ
科
鳥
類
の
生
息
調
査
」

が
実
施
さ
れ
る
一
月
十
瓦

H
か
ら
十
七

日
ま
で
の
一
一
一
日
間
は
、
「
カ
モ
類
セ
ン
サ

ス
の
口
」
(
カ
モ
類
一
斉
前
査
の

U
)
で

す
。
こ
の
期
間
は
、
カ
モ
類
の
狩
猟
奇

行
わ
な
い
よ
〉
に
お
願
い
し
ま
す

J

じ
淡
水
ガ
モ
の
ヨ
ン
ガ
モ
及
び
ハ
シ
ビ

ロ
ガ
モ
は
、
「
ガ
ン
カ
一
モ
科
品
類
の
生
息

調
育
」
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
生
息
数
が

少
な
い
た
め
、
補
躍
の
自
粛
を
む
願
い

し
ま
す
。

軍司

医司

[gJ 

E 

ー
自
滝
俳
句
会
H
い

い

士

汀

の

H
叩

T
l夜
医
は
次
の
と
お

り
で
す
ぐ
そ
付
時
間
は
午
前
十
時
か
ら

蓑
虫
の
や
ホ
の
ま
疋
伸
ぷ
山
内
方
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
僚
は
収
急
患
者

森

悦

子

の

方

だ

け

で

す

。

十
六
夜
へ
男
り
し
芭
の
紅
ほ
の
か

0
4
什

同

日

医

院

竺

γ
0
6
3
9

i
ド
長
、

A

う

子

。

日

日

行

付

病

院

合

同

1
0
2
7「
J

fFqiノ

L

4

1

0

日
日
清
水
医
院
密
臼

1
2
8
8
3

ふ
み
の
日
の
娘
に
同
封
す
紅
楓

O
白
日
米
川
医
院
告
白

0
1
6
5

清

水

出

子

O
m
H
岡
田
医
院
雪
印

1
0
6
3
9

火
じ
/
一
抹
ゆ
る
つ
る
べ
落
し
の
佐
渡
の
海

Q
却
日
始
地
医
院
密
日

0
2
0
9

岡

野

ノ

ブ

子

。

れ

什

門

屋

医

院

雪

印

|
0
2
0
2

霧

晴

れ

て

橋

の

辺

も

っ

と

も

紅

葉

濃

し

…

凱

児

健

診

…

上

川

ミ

ン

子

。

ロ

月

8
日

町

体

育

館

午

後

1
時

川

霧

や

釣

人

微

動

だ

に

せ

ざ

る

か

ら

2
時
対
象
は
昭
和
田
年
1
月、

上

田

孝

子

4
月、

7
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
わ

制

や

滝

の

織

り

な

す

戦

国

史

…

三

歳

児

健

診

l
旧

正

O
M
月

日

行

町

休

育

館

午

後

1
時

サ
ル
ピ
ヤ
の
町
花
と
な
り
て
街
に
さ
し
か
ら

2
時
対
象
は
昭
和
印
年
9
月、

一
宮
錨
枝
問
月
、
日
月
生
ま
れ
の
お
チ
さ
ん
。

読
み
や
す
く
て
か
わ
い
い
名
前
、
そ
れ
と
お

む

町

ん

の

希

望

も

入

れ

主

主

と

付

け

ま

し

た

刊
日
刊

P
J
川
い
が
い
な
い
の
で
、
み
ん
な
に
「
あ
ー
ち
ゃ

川
げ
呼
ば
れ
で
か
わ
い
が
ら
れ
て
は
ま
す
。

ん

こ

れ

か

一

や

ら

も

健

康

一

弘
J

で
明
る
く
、

』
ユ
之
思
い
や
り

句
作
づ
の
あ
る
優

叶
バ
ゲ
し
い
女
の

亜

子

に

育

つ

1
1
て
欲
し
い

汁

は

と

忠

っ

て

必
需
山
い
ま
す
。
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財韓状祝の公表
長浜町の財政事情の作成および公表

に関する条例により昭和63年度 9月末

現在の財政状況を公表します。

昭和63年11月 長浜町長西田洋一

圏員瞳E襲保験甚営診藤所

長護主 主 己 予 算 額 10，633千円
h目|ロロー
「四ー二二 収入済額 1，927千円

¥↓主主 支出総額 6，269千円

住電新築資金等貸付事業

( h 予算額 36，476千円

4ζ単純7 収入済額 6，924千円

| 昔日支出済額川4千円

円

円

円

千

千

千

葉

m

“

事

演

頭

演

道

一

日

間

湖

水

守

以

油

田
甥
ゴ
正
ヨ

簡

もお一

5

ヘ

ぷ

議出 (1!重うお金) (単位:千円)

億円日

日目
4 

額予算 客行執員

3 
{吏す
うで
予 lこ
定 f吏

E 
Jコ

のた
金金
額額

トー

1-

同 円
費目別 議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農産林業水費 商工費 土木費 消防費 教育費 復災旧害費 公債費 予備費 計

予算額、 61，528 450，321 564，782 315，195 1，663 805，152 22，035 619，157 113，415 210，189 144，690 649，728 36，770 3，994，625 

執行額 29，367 205，963 234，479 78，695 719 115，776 14，579 45，098 62，725 102，804 986 315，375 。 1，206，566 
(執行率) (47.7%) (45.7%) (41.5%) (25.0%) (43.2%) (14.4%) (66.2%) (7.3%) (55.3%) (48‘9%) (0.7%) (48.5%) (0.0%) (30.2%) 

国関健藤保障最

ι殺害電予算額 1，006，547千円

広神 湾 収 入 済額 375，898千円

盆ぞ奇心支出i斉額 317，398千円

老人保健

占駿J3:;;:::::l
%長/支出済額 385，935千円

予算額

収入済額

支出済額

水道事業会計
収益的収入済額 79，509千円

収益的支出済額 73，692千円

工業用水道事業会計
収益的収入済額 6，736千円

収益的支出済額 9，207千円

予算額 2，045，055千円

収入済額 O千円

税別収入状況
(単位:千円)

税 種 別 予算額 収入済額

同T 民 税 222，923 134，338 

固定資産税 191，528 111，597 

軽自動車税 11，637 12.083 

たばこ消費税 45，000 24，878 

電 Aヌn 税 25，635 13.787 

木材引取税 10 。
特別土地保有税 213 213 

l口〉、 計 496.946 296.896 



月鶴年

~7 

3，994，625 

1可 888、078
(47.3%) 

入(はいるお金)歳(単位.千円)

i意円

費目別|町

い
じ
め
、
体
罰
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
、
同
和
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
人

権
問
題
が
表
面
化
し

て
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
問
題
は
、
一
人

一
人
の
考
え
方
の
違

い
や
集
団
心
理
的
な

作
用
に
よ
づ
て
生
じ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま

」
9

し
か
し
、
こ
う
し

た
差
別
や
虐
待
は
、

同
じ
人
間
で
あ
る
以

上
許
さ
れ
る
行
為
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

達
は
、
も
っ
と
人
権
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

人間としての尊離を認めよう

瞳欝盤覇譲騒鞠瞳輯
よ
り
幸
福
な
人
生
を

送
る
た
め
に

人
権
と
は
、
一
口
に
い
え
ば
、
「
日
々

の
生
活
の
中
で
、
よ
り
幸
福
な
人
生
を

送
る
た
め
に
、
人
間
と
し
て
も
っ
て
い

る
当
然
の
権
利
」
と
い
え
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
「
自
分
の
権
利
は
主
張
し
、
相
手

に
認
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
相
手
の

権
利
は
認
め
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
最

近
の
風
潮
は
、
少
な

か
ら
ず
他
人
の
人
権

を
侵
害
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

「
意
識
せ
ず
に
や
っ

た
こ
と
だ
」
と
言
つ

で
も
、
相
手
の
心
に

は
一
生
忘
れ
ら
れ
な

い
傷
と
な
っ
て
残
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ま
ず
、
「
他
人
に
も
人
権
が
あ

り
、
自
分
の
人
権
を
主
張
す
る
権
利
は
、

他
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
義
務
と
理
論

的
に
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
人
権

の
基
本
を
、

A

人
一
人
が
自
覚
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、

人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
る
こ
と
だ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

人
権
に
つ
い
て
の
相
談
は

人
権
擁
護
機
関
へ

今
年
の
人
権
週
間
で
は
「
国
際
化
に

ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う
」

「
い
ビ
め
、
体
罰
の
根
を
絶
と
う
」
「
部

落
差
別
を
な
く
そ
う
」
「
女
性
の
地
位
を

高
め
よ
う
」
「
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う
」
の
五
項
日
を
強
調

事
項
と
し
て
い
ま
す
。

差
別
、
い
や
が
ら
せ
、
家
庭
問
題
、

近
所
と
の
も
め
ご
と
、
チ
供
ら
の
い
じ

め
、
体
罰
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務

局
ま
た
は
そ
の
支
局
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

長
浜
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方

々
で
す
。

長

浜

黒

田

進

さ

ん

g
@
0
3
6
9

出
海
平
川
ご
一
議
さ
ん
密
⑬
0
1
2
0

柴

土

居

孝

童

さ

ん

密

⑭

0
0
0
2
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口

口

口

口

口

口

口

ロ

口

口

横
断
歩
道
は
手
を
あ
げ
て

ー
交
通
安
全
教
室
聞
く

1

十
一
月
ト
九
日
、
長

浜
公
民
館
(
藤
枝
虞
美

館
長
)
の
主
催
に
よ
る

交
通
安
全
教
室
が
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
聞
か
れ
、

お
年
寄
り
ゃ
園
児
約
百

人
が
参
加
。
長
浜
警
察

官
派
出
所
(
山
本
鉄
也
盟
問

間
凶
同
組

所
長
)
の
警
察
官
の
指
寵

国
図

導
の
も
と
、
横
断
歩
道
輔

の
渡
り
方
や
、
車
の
ス
硝

ピ
l
ド
と
制
動
距
離
の
れ

関
係
な
ど
に
つ
い
て
学
羽

脅

し

た

。

凶

口口口口口口口口口口口口口口口

ト

長

浜

公

民

館

(

藤

枝

庚

美

館

長

)

の

主

催

に

よ

司
る
親
子
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
十
一
月
十
三
日
に
聞
か

れ
!
~
れ
、
町
内
の
親
子
約
二
十
人
が
参
加
し
た
。
こ
れ

討
げ
は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

i
ン
ヨ
ン
と
健
康
つ
く

L

j

り
を
目

、
ク
内
こ
二
了

『ミ

f
，f
l
j

，
わ
れ
た

コ

サ

PZ'

子
も
の
で

十
母
親
大
洲
市

部

門

五

郎

ま

、

。

で

の

コ

L

l

ス
を

全
員
が
完
走
。
心

地
よ
い
汗
を
流
し

た。

口口口口口口口口口口口口口口口[

{
児
童
図
書
一

月
を
み
よ
う

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ

雲
と
天
気

星
の
一
生

ラ
イ
オ
ン

き
ょ
λ
ノ
り
ゅ
ト
7

ア
リ
の
世
界

一
ホ
ン
ザ
ル

カ
ブ
ト
ム
シ

ア
カ
ト
ン
ボ
の
一
生

野
生
ウ
マ
の
生
活

太
陽
の
ふ
し
ぎ

ア
サ
ガ
オ

藤
井

矢
島

塚
本
治
弘

藤
井

岩
合
徳
光

小
畠
郁
生

栗
キ本

西
} 11 

岸
田

佐
藤
有
恒

清
水
洋
香

藤

井

旭

た
ね
か
ら
た
ね
ま
で

佐
藤
有
恒

カ
エ
ル
の
た
ん
じ
よ
う

種
村
ひ
ろ
し

海
の
さ
か
な

セ
ミ
の
一
生

館
石

佐
藤
有
恒

新
刊
図
書案

内

野
生
ゾ
ウ
の
世
界

丸E

ペ
ン
ギ
ン
の
く
に

長
浜
の
今
日
と
明
日
を
考
え
る

ー
長
浜
地
区
町
唱
つ
く
り
懇
談
会

1

長
浜
地
区
の
住
民
約
百
人
が
参
加
し
て
、
昭
和
六
十
三
年

度
長
浜
地
区
町
づ
く
り
懇
談
会
が
十
一
月
五
日
、
町
体
育
館

で
聞
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
地
区
住
民
の
卒
直
な
意
見
を
行
政

に
反
映
さ
せ
て
い
こ

う
と
昨
年
か
ら
始
め

ら
れ
た
も
の
で
、
今

年
度
の
長
浜
地
区
は

「
開
発
事
業
と
町
守
つ

く
り
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

V
Z
)
 

る
ど

時

A
f
J弗
リ
口
口
口
口
口
口
口
口
口

除
去
ど
ん
ど
ん
利
用
を

J
9
1小
長
浜
に
無
人
物
産
販
売
所
完
成

1

町
づ
く
り
委
員
会
特
産
品
部
会
(
大
成
宣
功
部
会
長
)
で

取
り
組
ん
で
い
た
無
人
物
産
販
売
所
が
十
一
月
二
十
二
日
、

小
長
浜
に
完
成
し
た
。

ご
の
無
人
販
売
所
は
、

町
内
で
生
産
さ
れ
る

物
産
を
販
売
す
る
と

と
も
に
、

P
R
活
動

を
通
じ
て
町
の
活
性

化
を
図
ろ
う
と
い
う

も
の
で
、
農
協
婦
人

部
な
ど
六
団
体
が
管

理
運
営
委
員
会
(
東

吉
成
会
長
)
を
組
織

し
、
販
売
し
て
い
る
。

宅念

食
虫
植
物
の
ひ
み
つ

シ
ラ
サ
ギ
の
森

丸E

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
四
季

星
座
を
さ
が
そ
う

カ
ニ
の
く
ら
し

慧

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ

干台

ヒ
マ
ワ
リ
の
か
ん
さ
つ

功

イ
ネ
の
一
生

、
ッ
パ
チ
の
ふ
し
ぎ

惑
星
を
み
よ
う

わ
た
り
鳥
の
ひ
み
つ

岩
ム
口
穏
光

鳥
居
鉄
也

清
水

田
中
徳
太
郎

林
田
恒
夫

藤
井

桜
井
淳
史

佐
藤
有
恒

ロ十
t尺

守
矢

栗
林i

藤
井

行
田
哲
夫

し
よ
う
に
ゅ
う
ど
う
探
検

徳
富
一
光

日召

1青丸且進登慧旭
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見
舞
金
は
子
続
き
を

心
身
障
害
者
見
舞
金

身
体
障
害
者
手
帳
あ
る
い
は
療
育
子

帳
の
交
付
を
受
け
て
、
十
二
月
-
日
現

ι長
浜
町
に
住
ん
で
む
り
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
に
は
、
卜
一
一
円
に
見
舞

合
が
交
付
さ
れ
ま

F
c

こ
の
見
舞
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

定
め
ら
れ
た
様
式
で
申
請
手
続
き
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

役
場
住
民
課

(
8
1
i
l
i
-
-
)
へ

む
尋
ね
く
だ
さ
い
一

一
身
体
障
害
者
手
帳
一

一塁塁歪衰翠妥翠霊宝古一一一女

級
、
一
一
級
の

容さ盗塁お

-rzτ:了一一マ
アで卒、かすあ
ポしだ汚し~る
ダ た けれメ行日
カ 。しるア二重ム
家 かかリ人達
[こ さら i土
米 せいは-，
でてい--，昨
卜 も L旦と片山

[ j らと/~廿十

問 え答でナ話
ま えも ζ を

私 せ、なコし

万一

:
μ
F刊
マ
三
級
、
四
級
の
ト
乃
・
川

下
川
マ
ぷ
級
、
六
級
の
方
・
:
二
一
「
川

{
療
育
手
帳
}

A
の
か

i
i千
円
マ

B

の
方
・
:
四
千
円

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い

H
本
赤
卜
字
社
と

N
H
K
が
主
催
寸

る
「

N
H
K
海
外
た
す
け
あ
い
」
が
今

年
も
十
(
一
月
一
円
か
ら
一
一
十
五
日
間
、

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

義
援
会
内
受
付
(
取
次
一
一
窓
日
は
、

全
同
の
郵
便
局
、
都
市
・
地
方
飢
行
を

は
じ
め
と
す
る
各
金
融
機
関
、
品
協
、

ア
メ
リ
カ
農
業
研
修
体
験
記
③

都
築
佳
子
(
下
須
戒
)
|
L

一週園田表彰@アメリカ農業体験記一

議一

四頭の馬で山をかけめぐった時

逮
は
ト
叫
川
L

一
こ
か
へ
遊
び
円
一
連
れ
ど
一
れ

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

時
以
外
犯
逮
は
「
隣
の
犬
、
が
附
む
か
-h
」

と
外
へ
出
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

家
に
い
て
も
す
る
こ
と
の
な
い
私
は
、

と
て
も
退
屈
で
、
気
を
も
ん
で
い
ま
し

た
け
他
に
色
、
英
語
を
あ
士
り
マ
泌
さ
な

い
な
と
、
)
の
家
へ
の
不
満
れ
あ
り
、

川
仁
り
、
一
人
で
ホ

l
ム
ス
一
7

ノ
を
L

た
か
っ
た
私
は
、

m
ウ
ィ
ピ

1
に
連
絡

し
、
家
を
チ
一
工
一
ン
シ
し
で
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

日
払
が
ア
ボ
ダ
カ
家
を
出
る
吋
、
メ
ア

リ
l
は
一
浪
を
流
し
て
見
送
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
と
て
も
良
く
し
て
く
れ
た

γ
ボ

ダ
カ
夫
妻
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
一

杯
で
し
た
が
、
十
四
日
間
滞
在
し
た
ア
ポ

ダ
カ
家
の
あ
る
マ
デ
ラ
を
後
に
し
、
ウ

ィ
ピ

l
夫
妻
と
共
に
、
ハ
ン
ブ
オ
ー
ト

漁
協
、

N
H
K
各
放
活
局
、
日
本
赤
十

字
社
各
都
道
府
県
文
却
、
赤
十
字
病
院
、

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

F
行
つ
で
い
ま

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
ム
お

願
い
し
ま
す

r

表
彰

桜
田
和
夫
議
員

堤

正

和

議

員

自
治
撮
興
に
功
績

柴
の
桜
川
利
夫
議
以
(
五
七
)
、
長
棋
の

中小**

ヘ
向
か
い
ま
し
た
。
友
達
と
別
れ
口
本

語
を
話
ナ
相
手
の
い
な
く
な
》
た
私
は
、

改
め
て
「
外
国
に
来
て
る
ん
だ
」
と
実

感
し
ま

L
た、

ハ
ン

7

j

l

ド
に
省
い
た
私
は
、
馬

場
を
経
常
し
で
い
る
一
本
に
預
け
ら
れ
ま

し
た
。
老
人
二
人
の
前
の
家
に
比
べ
る

と
若
い
家
族
構
成
で
、
メ
ア
レ
ン
二
一
七

歳
)
と
チ
ど
も
の
ジ
ヱ
ツ
ド
(
九
歳
)

と
ト
ゥ
弓
ペ
ス
二
パ
成
)o

こ
の
家
は
農

家
で
は
な
く
農
業
山
実
習
は
全
く

L
ま

せ
ん
で

L
ん
)
し
か
し
、
馬
の
餌
や
り
、

糞
の
掃
除
、
ト
ラ

y
ケ
の
オ
イ
ル
チ
エ

/
ジ
な
ど
、
今
ま
で
に
し
た
こ
と
の
な

い
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
〈
そ

し
て
期
待
と
心
り
馬
一
い
乗
せ
て
も
月
7

こ
と
も
?
念
ま
し
た
〈
小
学
生
の
昨
の

修
学
旅
行
先
で
、
リ
ー
ド
ロ

l
プ
全
引

い
て
乞
ら
い
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
け

で
「
。
だ
か
ら
、
リ
ー
ド
口

l
プ
を
自

分
で
持
ち
、
自
分
が
馬
を
操
る
の
は
初

め
て
で

L
た
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ

山
川
正
和
議
員
(
五
一
一
)
は
、
町
議
会
議
員
と

し
て
二
十
年
に
わ
允
り
地
方
臼
治
の
振

興
発
展
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

十
月
一
一
ト
丘
日
、
高
松
市
で
開
か
れ
た

第
二
卜
九
凶
間
同
同
県
町
村
美
議
長
・

職
員
研
修
会
の
席
上
、
古
川
崎
茂
四
園
地

反
町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

津
間
副
議
長
ら
五
人

自
治
振
興
に
功
績

今
坊
の
津
田
龍
雄
一
議
員
主
凹
一
一
、
沖
浦

の
A

一
宮
英
二
議
員

1

1

…
日
の
東
正

ア
レ
ン
は
次
か
ら
政
へ
と
教
え
て
く

れ
、
一
一

H
け
に
は
日
十
、
リ
ズ
ム
ど
む

り
に
定
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
背
の
低
い
れ
い
は
、
サ
ド

ル
の
足
か
け
に
足
、
か
同
か
ず
、
そ
の

と
め
踏
ん
張
る
こ
と
が
で
き
)
尻
も

ち
を
つ
き
会
が
ら
、
足
で
馬
の
わ
阪

を
し
っ
か
り
扶
み
、
振
り
落
と
さ
れ

な
い
よ
う
に
必
死
に
な
り
ま
し
た
わ

と
ど
も
怖
い
思
い
止
し
ま

L
た
が
、

浴
局
す
る
こ
と
も
な
く
同

と
が
で
き
ま
し
た
り
こ
の

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
い

れ
と
は
い
え
、
ト
山
γ

の
通
る

乗
っ
て
歩
く
と
い
う
こ
と

で
放
し
飼
い
に
な
っ
て
い

子
供
達
が
閉
め
忘
れ
た
燥

に
山
て
、
駆
け
同
ぺ
ご
い

え
あ
り
ま
し
た
。
ご
ん
な
の

囲
気
が
と
て
も
気
に
入
り

ま
た
、
広
大
な
土
地
を
眺

と
、
今
ま
で
よ
り
大
き
い

を
見
れ
る
よ
う
な
ん
叫
が
し

行
議
員

(F
一
一
)
、
大
越
の
久
井
貞
治
郎
議

員
(
六
七
)
、
出
海
の
相
川
永
吉
議
員
(
五
七
)

の
一
立
入
は
、
多
年
町
議
会
議
員
と
し
て

白
治
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
十
月
十
八
日
に
町
体
育
館
で
聞
か

れ
た
第
三
十
七
川
古
川
多
郡
町
村
議
会
議

長
大
会
の
席
上
、
池
田
久
吉
喜
多
郡
町

村
議
会
議
長
か
わ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
ら
四
人

社
会
福
祉
活
動
に
功
労

十
月
二
十
円
、
県
民
い
え
化
会
館
で
開

か
れ
た
第
三
十
六
凶
愛
媛
県
社
会
福
祉

大
会
の
席
ト
ミ
柴
の
清
水
恵
津
子
さ
ん

(四

O
)
は
乳
児
保
育
所
職
員
と
し
ど
功
労

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
長
浜
の
船
津

喜
久
男
さ
ん
(
六
一
)
法
性
会
福
祉
協
助
者

と
し
て
功
労
が
あ
っ
た
二
と
に
よ
り
、

沖
浦
の
松
岡
タ
ミ
子
さ
ん
百
七
)
は
民
生

児
童
委
員
と

L
て
功
劣
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
渡
部
七
郎
愛
媛
県
社

会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
、
ま
た
、
今
坊

の
矢
肝
一
冗
ヒ
デ
子
さ
ん
(
六
二
)
は
共
同
募

金
活
動
に
功
労
が
あ
っ
と
?
」
と
に
よ
り
、

太
田
清
広
愛
媛
県
共
川
募
金
副
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
土
し
た
ハ

長
古
同

V
Y
S
ほ
か
五
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
功
労

長
浜
高
等
弘
子
校
V
Y
S
(
木
村
由
美

部
長
)
は
、
ト
U
週
「
子
供
と
の
ふ
れ
あ

い
読
書
会
」
を
聞
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

ま
た
、
長
浜
の
谷
川
逗
子
さ
ん
(
五
七
)
、

沖
浦
の
平
野
春
子
さ
ん
(
一
九
)
、
長
浜
の

松
田
昭
子
さ
ん
(
六
三
、
長
浜
の
丸
山
正
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子
さ
ん
(
四
一
一
一
)
、
長
浜
の
頼
永
砂
代
チ
さ

ん
(
一
ニ
七
)
ら
五
人
は
、
図
書
貸
し
出
し
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
泊
動
に
功
労
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
ト
一
一
月
三
日
、
町
体

育
館
で
聞
か
れ
た
長
浜
町
読
書
活
動
推

進
大
会
の
席
上
、
金
橋
通
朝
長
浜
町
立

ほ
占
館
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た。
納
税
組
合
白
滝
支
部

国
民
年
金
事
業
に
功
績

昭和田年12月号昭和田年12月1日発行(毎月 1日発行)

長
浜
町
納
税
組
合
白
滝
支
部
(
坂
井

禰
八
郎
支
部
長
)
は
、
国
民
年
金
事

業
に
功
績
が
あ
っ
た
ご
と
に
よ
り
、
十

一
月
十
日
に
伊
予
市
で
聞
か
れ
た
国
民

年
金
委
員
地
区
別
州
修
大
会
の
席
上
、

下
付
健
社
会
保
険
庁
長
官
か
ら
の
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
ω

す。{
サ
イ
ズ
]
白
黒
、
カ
ラ

i
プ
リ
ン
ト

で
サ

l
ゼ
ス
判
以
上
か
ら
阿
ツ
切
り
ま

で
{
締
切
}
昭
和
六
十
二
一
年
十
-
一
月
三

十
一
日
(
中
!
日
消
印
有
効
)

一
応
募
先
一
一
T
山
東
京
都
文
京
区
本
郷

2
1口
!

日

広

和

L
一
ン
テ
ン
ス
附
日

本
交
通
計
州
協
会
内
第
六
同
「
私
の

ま
ち
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

φコ1:ロ

矯
上 10 10 /J長浜町役場届出分(敬称略)
旧 IJ
講の

f申ト

51:7 

子 lま
さ

カ

プ

住

所

、
豊
茂

ケ
大
洲
市

¥

長

浜

/
大
洲
市

「
ま
ち
」
の
姿
を
自
由
な
発
忽
、
独
¥
松
山
市

特

の

視

点

で

と

ら

え

た

写

真

を

求

め

ま

/

沖

浦

h
F
L
F
L
F
P
L
y
v
k
v
h
d
w
f
F
U
J
(
h
v
r
ν
f
υ
t
F
L
Y
v
c
w
r
o
 

私
の
ま
ち

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

広報ながはま

氏

名

婚

姻

時

年

齢

上
回
篤
伸
一
一
一
-
問
)

祖
母
弁
文
子
(
二
回
~

高

崎

基

近

(

三

O
)

久

保

美

樹

(

二

O
)

新

谷
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。
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感
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齢
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な
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と
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す
。
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近
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